
令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 総合学習Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 150時間 授業回数 150回 1回授業 45分 授業時間数

1 60

2 1

3 14

4 42

5 33

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 150

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 　―

１．実務家　　２．教員

キャリア支援（学校生活・インターンシップ・企業訪問レクチャー）

時間外
学習

成績評価　方法

夏フェスに向けての準備

センスアップセミナー・就職活動に向けての指導

オリジナルプリント

1. 学生クレドの項目を普段の学校生活にて各自で実践する（立ち止まって挨拶、身だしなみ等）

2. 学校行事（ビーチパーティ等）に関しては時間外で準備対応等がある。

【技能・技術】各行事ごとの振り返りレポート評価C以上取得。

【態度】普段の学校生活で語先後礼が出来ている。出席率・授業態度を評価の対象とする。

ブライダル１．２年交流座談会　（キャリア支援シラバス説明)

演習

LHR　ロングホームルーム（クラス行事、学生個別ガイダンス等を含む）

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次

伊東　麗亜

「自律」と「自立」をテーマに自ら考え行動できる力を総合的に学ぶ時間として設定する。また学
校行事や就職活動を通して、組織（チーム）で動くことを理解し実践する場とする。

・社会人の第一歩としてスケジュール管理が出来る。
・クラスをチームとして考え、他者を思いやる発言・行動が出来る。
・学校内外の行事を通してチャレンジ精神・感謝等の「学生クレド項目」が日常生活から率先して
行えるようになる。



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 志学Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 28時間 授業回数 28回 1回授業 45分 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 4

12 4

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 28

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

志学Ⅰ　まとめ、振り返り

KBC学園　志学Ⅰ・Ⅱ

1. 志学で学んだクレド項目を普段の学校生活にて各自で実践する（立ち止まって挨拶、身だしなみ等）

出席率、授業態度、レポート提出状況等総合的に評価する。

志学Ⅰ　第5章　　～挨　拶　（クレド5）～

志学Ⅰ　第6章　　～素　直　（クレド6）～

志学Ⅰ　第7章　　～プラス思考　（クレド7）～

志学Ⅰ　第8章　　～チャレンジ精神　（クレド8）～

志学Ⅰ　第9章　　～永久戦力　（クレド9）～

　―

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

伊東　麗亜

教育理念と学生行動指針に沿い、行動の仕方、心の持ち方、あるべき姿を深く学び考え、社会
から必要とされ続ける“人材”となるべく基本的思考、行動習慣を身に付けていく。

・志学を通して各章ごとの「学生クレド項目」が日常生活から率先して行えるようになる。
・「学生クレド項目」を理解し説明することが出来る。

志学Ⅰ　ねらい・学習目標の提示

志学Ⅰ　第1章　　～感　謝　（クレド1）～

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

志学Ⅰ　序章

志学Ⅰ　第2章　　～感　動　（クレド2）～

志学Ⅰ　第3章　　～思いやり　・　気配り　（クレド3）～

志学Ⅰ　第4章　　～明　朗　（クレド4）～



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 中国語Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 50時間 授業回数 50回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 1

4 1

5 2

6 複母音の発音及び併音の練習 2

7 是 の文と疑問文 吗 2

8 テスト 1

9 的の使い方 2

10 指示代名詞の発音と使い方 2

11 会話を作り、会話練習 1

12 テスト 1

13 動詞述語文 2

14 丁寧語「請」の使い方 1

15 助動詞「請」と「要」の使い方。　挨拶定型文の練習 2

16 疑問詞疑問文 1

17 語気助詞　吧 1

18 会話を作り、会話練習 1

19 数字0-100 2

20 年齢、誕生日の言いかた,訪ね方 2

21 曜日、日付 2

22 量詞,物の数え方 3

23 所有を表す　有，没有 2

24 几，多少  数字の疑問詞 2

25 テスト 1

26 中国語実習 2

27 3

28 1

29 1

30 3

合計時間数 50

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

日常生活に中国語を取り入れる。

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

サロン勤務（衣装打ち合わせフォロー）

衣裳発送準備フォロー・掃除・雑務

在の使い方、連動文

チャレンジ中国語　入門編　／　當代中文課程①

台湾旅行実用会話

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

陳　小妙

実践的な中国語会話を目標とし、中国の文化、人間性を学び、友好的な接遇を習得する。
ブライダル業界で、インバウンドのお客様に対して中国語の知識を利用し、接客に活用する。

・ブライダルのセクションごとの中国語を理解し発音する事が出来る。
・客様や従業員へ中国語で話すことが出来る

単母音、軽声と簡単な挨拶

名前の尋ね方と答え方

時間外
学習

成績評価
方法

１．実務家　　２．教員

自分の名前の簡体字の書き読み方、ピンインの声調

簡単な自己紹介

子音



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 実用英語I（TOEIC) 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 64時間 授業回数 66回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 13

4 20

5 20

6 8

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 64

教科書

.

担当詳細 備　考

実務経験紹介

オリエンテーション、問題形式・出題内容について

リスニング

リーディング

模擬試験（前期・後期 各1回）、解答解説

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

TOEIC L&Rテスト書き込みドリル（桐原書店）、公式TOEIC L&R問題集（ETS）他

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

吉村

・TOEICを初めて受験する、あるいはスコアアップを目指す学生を対象に、頻出語句、基礎文
法、解答のテクニックを身に付ける授業とする。

・TOEICスコア400取得に必要な単語を理解できる（中学・高校レベル／3,000単語）。
・英語での通常会話で最低限のコミュニケーションができる。

実力診断テスト（模擬試験）

ボキャブラリー

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

学校基準により4段階評価とする



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 敬語レッスン 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 52時間 授業回数 52回 1回授業 45分 授業時間数

1 2

2 20

3 2

4 4

5 実践＆試験① 4

6 敬語の使い方　応用＆小テスト 12

7 スピーチトレーニング② 2

8 言葉の作法（誤りやすい表現など）② 2

9 実践＆試験② 4

10 スピーチトレーニング③ 4

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 52

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

【技能・技術】課題の提出、授業でのテスト・ロールプレイ内容を評価する。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

ステップアップ日本語講座　中級（東京書店）

自己紹介、授業の目的説明、グループディスカッション

言葉の作法（誤りやすい表現など）①

　https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

下地　麗子

正しい日本語や発音・発生を学び、美しい言葉遣いを体得する、また、接客応対時における敬
語を学ぶ。観光などに関する時事も取り入れ、身の回りにある敬語の意味を理解する。

１，敬語（尊敬語・謙譲語・丁寧語）を理解している。
２，練習問題で70％以上正解することができる。
３，実戦テストで習得した敬語を応用し使うことができる。
４，おもてなしの思いを言葉で表現できる。

敬語の使い方　基本＆小テスト

スピーチトレーニング①

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 沖縄観光Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 32時間 授業回数 32回 1回授業 45分 授業時間数

1 2

2 12

3 2

4 6

5 2

6 2

7 6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

オリジナルプリント・ＤＶＤ

【知識・技能】授業ごとの小テスト・振り返りレポート・最終テストを評価する。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

首里城公園と市内研修

https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

仲井間　利加子

郷土の歴史・文化を知り観光客へ伝えるスキルの習得を目的とする。知識のみならず見聞・体験
し実践を図り、自身のルーツを感じ発信していく力を養う。

・沖縄の地理・概要を知る
・沖縄の文化を知る（ぶくぶく茶）
・沖縄の４１市・町・村を理解する

沖縄の市町村概要

平和学習　DVD鑑賞「対馬丸」

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

沖縄観光とは？（メラビアンの法則・ペーパー紹介・資料の綴り方）

沖縄の年中行事

ブクブク茶体験

市内研修前の事前学習

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 パソコン演習Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

授業計画 総授業時間数 70時間 授業回数 70回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 4

3 2

4 速度練習（３級練習問題） 4

5 通信文指導 1

6 通信文練習（３級練習問題） 6

7 上級挑戦（準２級、２級）、受験級決定（検定申し込み） 3

8 各自練習（速度→通信文）※テキスト練習問題使用 10

9 受験級模擬試験（速度→通信文）※本試験過去問題使用 5

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 36

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする　日本語ワープロ検定３級以上の取得でＣ評価以上とする。

日本語ワープロ模擬問題集

校内のパソコンを利用し繰り返し練習する。

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

田村/前津

タイピング練習

速度練習（４級練習問題）

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

ワープロ検定の概要、基本のタイピング

到達目標

・10分間で300文字以上入力できる
・ホームポジションを用いて、キーボードを見ずにブラインドタッチで文字入力ができる
・文字の配置変更、均等割り付けなどができ、体裁の整ったビジネス文書が作成できる
・検定合格基準に満たない者に対して、自ら進んで声掛けや助け合う姿勢が見られる

PC操作の基本、エクセル・ワードの基本操作を身に付ける事を目的とする。校内のPCを利用し
実践的なトレーニングを実施する。



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 秘書実務 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 30時間 授業回数 30回 1回授業 45分 授業時間数

1 授業の目的と到達目標について（シラバスの共有） 1

2 1

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 8

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30

教科書 秘書検定クイックマスター（早稲田教育出版）

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

１．実務家　　２．教員

－

関連用語の暗記（①企業に関する基礎用語　②経営管理に関する用語　③人事・労務に関する用語

④会計・財務に関する用語　⑤マーケティング用語　⑥社会常識としての基礎用語　⑦カタカナ語）

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

大冝見　汐織

働く上での基本技能や資質を身につけることを目標とし、職場での人間関係、文書作成、スケ
ジュール管理など社会人マナー等の基本ルールを学ぶ。

・尊敬語、謙譲語、丁寧語を使い分けて、正しい言葉遣いで会話をすることができる。
・ビジネス文書作成時のポイントについて正しく説明することができる。
・相手に良い印象を与える「表情」「態度」「振る舞い」「言葉遣い」「話し方」を意識して行動するこ
とができる。

社会人としての自覚と心構え

社会人に求められる能力・人柄・身だしなみ

時間外
学習

成績評価　方法

秘書の職務知識

企業の基礎知識／企業の組織と活動

秘書実務問題・解答解説

話し方・聞き方の応用（情報伝達・報告の仕方、指示・注意の受け方）

電話の応対

人間関係の重要性／敬語の使い方

接遇の心構え／受付・来客取次ぎのマナー／茶菓の接待

交際（慶事・弔事のマナー）

会議／ビジネス文書

資料管理・日程管理・オフィス管理



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 インターンシップ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 124時間 授業回数 124回 1回授業 45分 授業時間数

1 120

2 2

3 1

4 1

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 124

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

オリジナルプリント

インターンシップ研修日誌の作成

企業報告レポートの作成

【技能・技術】自己の目的・目標を作成し、報告レポートにて報告。日誌とレポートを評価の対象とする。

【態度】休むことなく参加（自己管理の徹底）し、業務態度評価を企業へ依頼し評価の対象とする。

https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 実験・実習・実技

伊東麗亜/企業担当

校内の授業で得た専門的な知識や技能を、実践の場での実務経験の機会とする。また業界へ
の理解を深め、就職を意識した企業観察も同時に行う機会とする。

・自発性を発揮し、自分で掲げた研修目標を達成することができる。
・ブライダル企業の仕事を理解し、研修レポートとしてまとめることができる。

研修振り返り・企業お礼状の作成

企業でのフィードバック

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

現場実習　基本・応用業務OJT

実習企業調べレポートまとめ

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 海外研修 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 44時間 授業回数 44回 1回授業 45分 授業時間数

1 海外研修に向けての動機づけ 1

2 7

3 32

4 4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 44

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

１．実務家　　２．教員

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

伊東　麗亜

・国内ウエディング、海外ウエディングの知識を学び、海外実習を通して実践を行う。
・事前学習や体験を通して、海外の結婚式の違い（文化や気候、食事等）を学ぶ機会とする。

・海外のウエディングの特性を理解し、海外結婚式の演出を実行することができる。
・海外の結婚式の特性についてレポートにまとめることができる。

研修内容の事前学習（レポート作成に向けての事前調べ学習）

海外研修実習

時間外
学習

成績評価　方法

研修振り返り・レポート作成

オリジナルプリント

海外研修レポートの作成

【技能・技術】海外研修の目的・目標を理解し、研修レポートにて報告。評価の対象とする。

【態度】出席率、授業態度を評価の対象とする。

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 ブライダルコーディネートⅠ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 88時間 授業回数 88回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 3

4 2

5 4

6 4

7 2

8 4

9 2

10 4

11 2

12 4

13 2

14 2

15 2

16 2

17 2

18 2

19 2

20 練習問題解説（練習問題は自宅課題にて6H） 6

21 6

22 6

23 8

24 6

25 8

26

27

28

29

30

合計時間数 88

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

伊東　麗亜

・ブライダルコーディネーターに必要な知識や技術を理解し、各章ごとに行うテストで80点以上を
取ることができる。

Ⅹブライダル基礎知識　１章　結婚の定義

　　　　　　　　　　　　　　　２章　日本の結婚式：歴史と文化

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

ブライダルコーディネーター技能検定・試験概要について

　　　　　　　　　　　　　　　３章　海外の結婚式：歴史と文化

　　　　　　　　　　　　　　　４・５・６章　見合い・婚約・結納

　　　　　　　　　　　　　　　７章　結婚式～（自宅課題4Ｈ）

　　　　　　　　　　　　　　　８・９・１０章　披露宴・二次会・新婚旅行

　　　　　　　　　　　　　　　１１章　料理・飲み物～

　　　　　　　　　　　　　　　１２章　トータルコーディネート～

　　　　　　　　　　　　　　　１３・１４章　衣裳・ヘアメイク～

　　　　　　　　　　　　　　　　１５・１６章　フラワーアイテム・会場コーディネート

　　　　　　　　　　　　　　　　１７・１８・章　ペーパーアイテム・引出物＆引菓子

　　　　　　　　　　　　　　　１９・２０章　音響照明・司会

　　　　　　　　　　　　　　　２１・２２章　写真＆映像・記念アイテム

Ⅰブライダルコーディネーター概論　１章ブライダルコーディネーターとは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　２章コーディネーター業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３章コミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　４章ホスピタリティ

最終評価テスト（ブライダルコーディネート技能士３級レベル）

模擬試験　※本試験過去問題使用

ブライダルの歴史から、結納、挙式、披露宴や現在の動向等幅広い分野の知識や働く上での考
え方を学び、国家検定ブライダルコーディネート3級レベルの知識習得を目指す。

ブライダルコーディネーターテキスト　エキスパート

各章ごとのスキルチェックテスト振り返り学習

試験前の練習問題・自宅課題

【知識・技能】最終評価テスト・実技テスト・提出課題の完成度を評価の対象とする。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

模擬試験　解答・解説

テーマに沿ったグループディスカッション

ケーススタディによる討論会

ブライダル業界（お客様心理について）

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 ブライダルコーディネート演習Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 32時間 授業回数 32回 1回授業 45分 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 フラワーアレンジメント 12

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

１．実務家　　２．教員

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

企業担当者

・メイクの基本をしっかり学び、自分に合ったメイクを施せることを目標とする。自分の身なりに自
信を持ち、自尊心を養う授業を目指す。
・ウェディングに関しての装花の必要性などお花に関わる知識を身に着ける。

①イメージのコラージュを作り、そのイメージに合わせたヘアメイクをモデルに対して行う事が出
来る
②ブライダルフラワーについて理解し、作成ができる。

眉の歴史からの書き方

基本のメイク（ナチュラルメイクの仕方）ポイントメイク

時間外
学習

成績評価　方法

オリジナルプリント

【知識・技能】最終課題及びレポートを評価する。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

オリエンテーション　(持ち物確認、ナチュラルメイクとは）

3Dメイク（自分の骨格を知る）ハイライトとローライトを取り入れたメイク

好きな雑誌をまねて自分をコーディネイト

ヘアレッスン（こて巻き、ピンの留め方、編み込み）アイモデル

ヘアレッスン応用編（シニヨン、ハーフアップ、お団子スタイル）

自分でできるヘアレッスン（こてやピンを使用して）

雑誌のイメージをアイモデルでヘアメイク（コラージュづくり）

雑誌のイメージを発表

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 ドレスコーディネート 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 56時間 授業回数 56回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 4

3 第2章　ウエディングスタイリストの業務と必要なスキル 2

4 第3章　フォーマルウェアの知識 4

5 第4章　日本のウエディングファッションの知識 2

6 第5章　ブライダルインナーの必要性 4

7 第6章　ロールプレイ　 4

8 第7章　洋装のフィッティングテクニック 3

9 第8章　和装のフィッティングテクニック 2

10 第9章　縫製実務 1

11 各章のSKILL CHECK 9

12 振り返り 2

13 ドレスコーディネート企業演習（サロン知識・接客・裁縫）千代田ブライダルハウス 14

14 ドレスコーディネート企業演習（フォトウェディング実習）千代田ブライダルハウス 4

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 56

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

章ごとのテストで間違えた部分の復習。

https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習
田村明子/ドレス企

業
多様化しているブライダルの形式に対応し、お客様に対して的確なドレスアドバイスができるドレ
スの基礎実務知識・実務を習得します。

①WEDDING　FASHION　SKILL取得
②章テスト・検定模試で80％以上を取る事ができる。
③お客様へドレスフィッティングをおこなうことができる。

第1章　接客

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

ドレスコーディネート授業の概要説明

【知識・技能】SKILLCHECK、確認テスト、実務試験を評価の対象とする

【態度】出席率・授業態度・課題提出評価を対象とする。

（JWSA）①0WEDDING FASHIONテキスト・SKILL CHECK Note‐Book

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 挙式・披露宴演習 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 12時間 授業回数 12回 1回授業 45分 授業時間数

1 お客様設定の確認・読み合わせ・チーム決め 1

2 9

3 2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 12

教科書 オリジナルプリント

.

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

伊東　麗亜

講義で学んだ結婚式の基礎知識を応用し、設定に応じた実現可能な結婚式のプランニングを
チームで行う。

・インターンシップでの実務経験を活かし、挙式、披露宴の一連の流れを他者に説明することが
出来る。
・設定したお客様情報をもとに、各セクションの役割を理解した上でチームで結婚式のプランニン
グが出来る。

チームでの結婚式のプランニング

プランニングの発表・振り返り

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

【知識・技能】プランニングの発表を評価する。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 西洋料理Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 56時間 授業回数 56回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 2

4 1

5 2

6 4

7

8

9 4

10 2

11 1

12 1

13 1

14 1

15 2

16

17

18

19 2

20 1

21 4

22 4

23 1

24 2

25 2

26 1

27 4

28 　　　　　第６節　調理の仕上げ（ワゴン〔ゲリドン〕サービス 4

29 2

30

合計時間数 56

教科書 西洋料理　料飲接遇サービス技法

テキストの内容を復習し理解を深める。

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

１．実務家　　２．教員

①西洋料理に使用される主な食材について説明できる。
②宴会とレストランの違いを説明できる。
③レストランにおける４つのサービス技法を区別し技法内容を説明できる。

　　　　　　　　　　食品の分類別特徴

　　　　　　　　　　食品の加工／食品の貯蔵／食品の管理

　　　　　第５節　メニューの歴史／メニュー作成の諸規則

　　　　　　　　　　料理名あるいはその食材／メニューの構成

　　　　　第６節　西洋料理の食事用具・備品

1

確認テスト⑤

　　　　　第４節　飲料の種類および特徴　ワイン

　　　　　　　　　　ビール／スピリッツ／リキュール／日本酒／焼酎

　　　　　　　　　　コーヒー／紅茶／ミネラルウォーター

　　　　　第４節　注文

　　　　　　　　　　主な魚の仕込みの表現／主な肉の切り分け方と焼き方

確認テスト①

時間外
学習

成績評価　方法

　　　　　第５節　テーブルサービス

　　　　　第３節　料飲サービスを支える条件

　　　　　第４節　料飲サービススタッフに求められる資質

確認テスト④

確認テスト③

　　　　　第３節　客席案内

確認テスト②

第３章　宴会とレストランサービス　第１節　宴会

　　　　　第２節　レストラン

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義

大冝見・與那城

西洋レストランサービス技法の取得を目的とする。食事を楽しむ上で欠かせない酒類の知識、安
心を保証する安全衛生や設備管理を学習する。

4

総授業時間数

　　　　　第２節　料飲サービスの性格と特徴

第１章　第１節　食材・飲料等の基礎知識　６つの基礎食品

　　　　　第２節　西洋料理に使用される主な食材　前菜／スープ

　　　　　　　　　　魚・甲殻・貝類／家畜／家禽／野鳥獣肉

　　　　　　　　　　野菜／チーズ／デザート

　　　　　第３節　一般的な西洋料理調理法

第２章　第１節　接客の基本　料飲サービスの役割

https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 西洋料理実技Ⅰ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 62時間 授業回数 62回 1回授業 45分 授業時間数

1 授業の目的と到達目標について（シラバスの共有） 1

2 笑顔から始まる接客の基本 9

3 什器備品の知識 4

4 食器の取り扱いと管理 2

5 レストランの管理業務 2

6 テーブル・クロスのセッティング 2

7 ナプキンの折り方 2

8 テーブルセッティング（朝食・昼食・夕食） 8

9 トレイ・プレートサービス 10

10 テーブルマナーの知識 6

11 ワインの注ぎ方 6

12 パンのサービス 8

13 スープのサービス 2

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 62

教科書 基礎からわかる　レストランサービススタンダードマニュアル

ホテル実習室を使用し課題に取り組む。 .

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 実技・講義

大冝見　汐織

西洋レストランサービス技法の習得を目的とする。お客様をお迎えしてからお見送りするまでの
サービスの技法を習得しスキルの向上を図る。

１．実務家　　２．教員

・什器の名称を覚え、用途について説明ができる。
・テーブルセッティングができる。（朝食・昼食・夕食）
・トレイ・プレートサービスがスムーズにできる。

時間外
学習

成績評価　方法

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 着装礼法Ⅰ 担当者 科目必修区分 選択

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 44時間 授業回数 44回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 1

3 2

4 2

5 2

6 2

7 4

8 2

9 1

10 1

11 6

12 6

13 6

14 4

15 2

16 1

17 1

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 44

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

・真の美しさを身につける（立ち居振る舞い）
・正しい手順で着付けを行うことが出来る。（自装）

礼法　　・　座礼と立礼　立居振る舞い

礼法　　・　上下関係

時間外
学習

成績評価　方法

オリジナルプリント

【知識・技能】マナー検定・着付初修試験内容を評価の対象とする。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

成果発表

１年を振返ってと２年生での授業内容

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 演習

仲宗根　玲子

自分への着装を目的とする。着物の歴史や、小物の名称を学び日本の民族衣装に興味を持
ち、技術向上を図る。

https://www.irc.ac.jp/information/

１．実務家　　２．教員

礼法　　・　魅力的な自己紹介

礼法　　・　食事マナー（和食・洋食・中華）

礼法　　・　日本の年中行事と沖縄の文化行事

マナー検定

着装　　・　浴衣　（自装）　

着装　　・　体型補正　・　長襦袢（他装）

着装　　・　長襦袢　 　・  長襦袢のたたみかた

着装　　・　長襦袢　 　・  着物の形態　・　部位名称　・　着物のたたみかた

着装　　・　着物（自装）

着装　　・　着物（自装）　・　帯結び（袋帯で二重太鼓）

着装　　・　着物（自装）　・　帯結び（袋帯で二重太鼓）　・　帯締めの〆かた

着装　　・　着物（自装）　・　帯結び（袋帯で二重太鼓）　・　帯揚げの結び方　

総仕上げ

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 ホテル実務Ⅰ 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 44時間 授業回数 44回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 3

3 4

4 1

5 8

6 3

7 1

8 1

9 4

10 4

11 4

12 4

13 2

14 4

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 44

教科書 ホテルテキスト・宿泊Ⅰ・宿泊Ⅱ（ウイネット発行）

テキストの復習（宿泊専門用語および客室備品の名称暗記） .

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

まとめ

・各セクションの業務内容について説明することができる。
・ベッドメイクが実際にできるようになる。

ドアマン業務

ベルマン業務

インフォメーション業務

防犯業務

時間外
学習

成績評価　方法

シラバス

ブライダル・ホテル科・1年次 講義・演習

大冝見　汐織

ホテル概論、宿泊料飲の業務内容について学び、ホテル実務の基礎を整える。

宿泊部門業務について概要説明

クローク業務

客室部門（ハウスキーピング）業務

コンシェルジュ業務

フロント業務の流れ

客室のタイプと料金

リザベーション業務

レセプション業務

フロントキャッシャー業務（宿泊料金計算）

https://www.irc.ac.jp/information/

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/
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